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大口径深礎杭の施工 

－丹波綾部道路 峠谷橋上下部工事－ 
 

大阪支店   土木工事部  中野嘉史 
 

 
１．はじめに 
丹波綾部道路は，京都縦貫自動車道（宮津市～久世郡久御

山町間約 100km）の一部区間を構成し，京都府北部中部地域
の交通混雑の緩和，地域の活性化，災害時等における代替路

の確保等を目的とした延長 29.2km の高速道路である．峠谷
橋上下部工事は，その一部区間の山間部を切盛し，河川の切

廻しを行いながら，橋脚・橋台を施工し，上部工 129m を片
持架設工法により施工する工事であった． 
橋脚の基礎，大口径深礎杭は直径φ9000 深度 L=15.0m の

立坑で，施工場所は起点，終点側が隣接するトンネル工事に

挟まれた谷底で狭隘部での施工であった． 

 
写真-1 施工状況 

 

図-1 橋脚全体図(P1) 
 

２．工事の概要 
工事名称：丹波綾部道路峠谷橋上下部工事 
発 注 者：国土交通省 近畿地方整備局 
     福知山河川国道事務所 
工  期：平成 25年 2月 14日～平成 27年 2月 28日 
構造形式：大口径深礎杭基礎工 
  杭径 φ9000  

  杭長 15.0m  
  土留 補強リング＋ライナープレート 
  地質 軟岩ⅡWch（CL）破砕帯 
今回の大口径深礎杭の構造は，河川であった場所を掘削す

るため，地下水位が高く，掘削側面は湧水を考慮しながら壁

全体で土圧に対抗しなければならなかった．また，狭隘な場

所での施工を考慮して坑径に限界があることから，安全性も

考慮し，従来のモルタルライニング工法を変更して土留併用

の補強リング＋ライナープレートとした．  
 
３．施工上の問題点と対策 
3.1.1 破砕地盤の掘削 
大口径深礎杭掘削箇所の地質はチャートの軟岩Ⅱ（CL）主

体だが，亀裂の多い破砕帯があり岩質は風化が全体に進んで

いて粘土をはさみ崩壊しやすく地下水位も GL－1.0ｍと高い．
よって，吹付けコンクリートによる土留は，水密性に劣り孔

壁崩壊を招く恐れがあった．また湧水対策として杭外周の薬

液注入が必要であり，工期もかかり工事費も増大となる可能

性があった． 
3.1.2 対応策 
破砕地盤の掘削に対しては，土留め工としてライナープレ

ート t=2.7 と鋼製補強リング支保工 H-200x200 を併用した．
図-2 に示す．ライナープレートは軽量で組立が容易であり，
狭隘な場所での施工では有効的であったため，工期を短縮す

ることができた．孔壁崩壊の危険性に対しては，壁全体で土

圧に対抗するため，許容反力は 300KNと従来工法と比較して
2倍の反力があり，安全性に関しても効果があった．土留め工
を用いても地山からの湧水量によっては薬液注入などの補助

工法が必要となる可能性があったが，裏込めグラウトを遅延

なく充填しながら掘削することができるため，地山崩壊部の

充填や，地下水の流入を抑制することができ，地下水位が高

い場所や，破砕地盤の掘削でも効果的であり，工費の低減に

もなった． 

 
図-2 橋脚土留(P1)   写真-2掘削状況 

P1橋脚大口径深礎杭 
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3.2.1 高密度配筋部 
P1 橋脚の柱鉄筋と大口径深礎杭との定着部の鉄筋が重複

する高密度配筋部は，従来の大口径深礎杭の鉄筋の定着の考

え方では 15φの直角フックを設けて定着する手法であるが，
今回の大口径深礎杭は，限られた用地内で杭径を最小限度ま

で縮小したため，柱端部で深礎杭主筋が干渉し，設計の柱主

筋 D51の定着部が円形フックとなっていた．また，柱鉄筋の
せん断補強筋D29と中間帯鉄筋D29が軸方向と直角方向に配
筋されており，杭主鉄筋D51と土留ライナープレートとも干
渉していた．また，P1 深礎杭の中間帯鉄筋 D29 と，接合部
補強筋としてD25の縦鉄筋が 250本配置されている構造とな
っていた．補強筋は柱，杭それぞれ全長にわたって配置しな

ければなららいため，高密度配筋部は現実的に配置できる対

応策が必要であった．図-3に示す． 

 
図-3 接合部鉄筋配筋図 

3.2.2 対応策 
橋脚の中間帯鉄筋 D29は２組の鉄筋を半円フックで継いだ

重ね継手配筋としていたが，フックの緩衝を避けるため継手

を変更し 1 本ものの鉄筋とした．両端のフックは軸方向鉄筋
の D51，帯鉄筋のD29の両方にフックをかけて定着していた
が，耐震設計基準では両方にかける必要はないため，帯鉄筋

にのみフックをかけ定着とした．写真-3に示す． 

 
写真-3 配筋状況    図-4 配筋図 

 
P1 深礎杭の高密度部に配置する中間帯鉄筋 D29 は，両側

半円フックであり，組立ができない配筋構造であったため，

外側帯鉄筋側のフックの形状をプレート定着型(Head-bar)に
変更した．この補強鉄筋は矩形または円形のプレートを鉄筋

端部に摩擦圧接工法(JIS Z3607)により接合した鉄筋で，半円
フックと同等以上の定着性能があり，今回のような両端半円

フックでは施工できない場所では，迅速な施工が可能になり，

配筋作業が単純化かつ省力化できた．写真-4に示す． 

 
    写真-4 配筋状況      写真-5 引張試験 
性能確認実験として引張強度試験を実施したが，鉄筋の規

格以上という仕様に対して十分な強度があることが確認でき

た．その他，橋脚での中間帯鉄筋として使用する場合の破壊

までの挙動も含めて部材により同等の効果が期待できること

が実験により確認されている． 
 
４．まとめ 
本工事の大口径深礎杭の施工方法については，地下水位の高

い破砕地盤の掘削に対して，厳しい施工環境下でも地山を乱

さず安全性を確保し，地盤との密着性，支持力を十分満足す

ることができた．また，高密度配筋部においては，下部工の

耐震設計で塑性化を考慮する領域を橋脚部に設けなければな

らないため，橋脚と深礎の接合部はこのような過密配筋とな

るが，施工性や経済性，現場条件を考慮し，狭隘な場所で基

礎から橋脚までの施工をこれにより，同等以上の効果で施工

できた．以上の対策により，工程の短縮をはかり，出来形・

品質においても同等以上の効果が得られ，工費に及ぼす影響

も小さくでき，発注者の要求事項を満足することができた．

今後も，仕様書の追記に

よる変更や，厳しい条件

下での発注者からの要

求に，創意工夫により順

応していかなければな

らない．この対策が同様

の工事に活用できれば

幸いである．      写真-6 竣工写真（起点から終点を望む） 
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